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1945 年 8 月 9 日、原爆によって多くの命が失われました。この日は私たちにとって、忘れてはなら

ない日です。 

長崎には旧城山国民学校校舎・浦上天主堂旧鐘楼・旧長崎医科大学門柱・山王神社二の鳥居が、原

爆投下から 69 年が経過した今でも、当時のままの姿で残っています。2013 年 8 月には、この 4 件が

「長崎原爆遺跡」として正式に国の登録記念物となりました。原爆遺跡は当時の記憶であり、歴史の

生きた教材です。存在そのものが、私たちに原爆がどのようなものかを教えてくれます。被爆された

方々が減るなか、原爆遺跡はその重要性が増してくることでしょう。 

長崎市立図書館は、原爆の記憶を残す新興善小学校の跡地に建っています。新興善小学校の前身で

ある新興善国民学校は原爆投下後、救護所として使用されていました。図書館にある救護所メモリア

ルは救護所の当時の様子を再現していますので、ぜひご覧ください。 

紹介した遺跡のほかにも、原爆の爪跡は現在も至る所に残っています。この夏は、聞いたり読んだ

りするだけではなく、実際に目で見て感じるのもいいかもしれません。 

 

※毎週火曜日は休館日です。 

※開館時間 10:00～20:00 

「夏雲の丘  

被爆医師･秋月辰一郎」 

山下 昭子/著 

長崎新聞社 

2 階一般 289.1 ア 

「訪ねてみよう戦争を学ぶ 

ミュージアム/メモリアル」 

記憶と表現 研究会/著 

岩波書店 

S319.8 タ 

「平和を考える戦争遺物」 

（全 5巻） 

汐文社 

平和資料 210 ヘ 

地域の博物館などに残されている

戦争に関係する実物の資料をビジュ

アルに紹介。5 巻は、生まれたときに

はもう戦争が始まっていて、平和の

時代を生きることができなかった少

年少女たちを中心に、原爆と空爆に

ついて説明する。 

長崎｢反核平和｣のシンボルであっ

た医師､秋月辰一郎の半生を描く｡秋

月夫妻の純愛記録や､仕事と信仰を通

じて結ばれる夫婦の絆を通して､生き

ること､人間を愛することのすばらし

さを学ぶ｡  

沖縄県平和祈念資料館､広島原爆

ドーム､丸木美術館､ベルリン･ユダ

ヤ博物館など内外の平和博物館や資

料館､モニュメントを紹介｡今｢戦争

の記憶｣がどう伝えられているか､展

示の歴史的背景や意図をわかりやす

くガイドする｡  



 
未来への希望 ～小児がん講演会＆ドキュメンタリー上映会～ 

  

7 月 19 日（土）、小児がんに関するイベントを開催いたしました。 

＜午前＞ 

「いつもこどものかたわらに」と題し、聖路加国際病院の細谷亮太医師

に講演いただきました。長年携ってこられた小児難病医療のほか、執筆活

動や映画製作など、精力的な日々の活動についてのお話は、隅々まで細谷

さんのあたたかさ、やさしさで溢れていました。 

＜午後＞ 

小児がんドキュメンタリー「風のかたち 小児がんと仲間たちの 10 年」

を上映しました。重い印象が拭えないテーマですが、スクリーンからは、

病気と向き合い、成長してゆく子どもたちの力強さが感じられました。上

映後には、監督の伊勢真一さんと細谷さんによるトークショーも開催し、

この映画に込められた想いを深々と感じることができました。 

 

参加無料 

 

6 月 29 日（日）、「図書館で和の芸を楽しむ」と題し、日本伝統の芸である「落語」に触れてもらうイベン

トを開催いたしました。今回お招きしたのは、落語家の林家きく麿さん、長崎大学落語研究会の麗
うるわ

し亭
てい

 風花
ふ う か

さん、長楽亭
ちょうらくてい

 凡
ぼ

担
たん

さん、の 3 名。きく麿さんはこのイベントを初めて開催したときからお招きしており、

毎回楽しい落語を披露していただいています。 

第 1 部は、落語ではお馴染みの「じゅげむ」と「まんじゅうこわい」を、それぞれ風花さん、凡担さんに

披露していただきました。この 2 つのお噺は絵本にもなっていますが、絵本とは違った生の落語の多彩な表

現に、参加してくれた子ども達が興味深く聞き入り、たくさん笑っていたのが印象的でした。 

第 2 部で林家きく麿さんが披露してくれたお噺は 2 つ。まずは歌も交えた新作落語で心がグッと引きつけ

られ、次の古典落語では伝統話芸の素晴らしさを実感させられました。新作・古典のそれぞれの魅力的なお

噺を堪能し、みなさんの笑顔につつまれた会場は、梅雨のじめじめした空気も吹き飛ばされたようでした。

たくさんのご参加ありがとうございました。 

日本の伝統文化をユーモアをもって伝える落語は、老若男女問わず全ての人を笑顔にしてくれます。次回

の開催もお楽しみに！！ 

 

今年も ＜市民のためのリレー講座 図書館でがんを学ぼう＞ を開催します 

 

 

 

「 

長崎市立図書館では、長崎みなとメディカルセンター 市民病院との連携の下、今年もがん情報の提供を

趣旨としたリレー講座を開催します。第１回目はがん医療の現状について、広く知っていただく内容です。 

回となりないゆ。 演題： 「地域の病院としてのがん医療」 

講師： 地方独立行政法人 長崎市立病院機構 理事長  

長崎みなとメディカルセンター 市民病院 院長 兼松 隆之 先生 

日時：  9/27（土）13:30～15:30（開場 13:00）   場所： 長崎市立図書館 多目的ホール 

定員：  100 名（定員になり次第締め切ります）  申込： カウンター・電話・ＦＡＸ・はがき 

 梅雨を笑いで吹き飛ばす ～図書館で和の芸を楽しむ～ 

 



 

 

 

 

 

 

  

音を聞いて、色を想う 

しゅるしゅるしゅるしゅる、どーん、ぱらぱらぱら。圧倒的な迫力が観客を魅了する打ち上げ花火。ＮＨＫ「美

の壺」シリーズの『花火』によると、打ち上げ花火の音にはそれぞれ名称があるそうです。五感を使って楽しむ

花火にとって、迫力のある音は重要な要素のひとつ。音を聞くだけで花火を楽しめる絵本を 2冊紹介します。 

『はなび』という絵本にでてくる町の人たちの楽しみは、自分の花火を秋のおまつりで上げることです。子ど

もの誕生日のお祝いに入学祝い、おじいちゃんとおばあちゃんの金婚式のお祝いまで、家族の「ハレの日」を祝

う花火を打ち上げるのです。なんて贅沢なプレゼント！花火を作ってこんな素敵な演出ができる人間は、なんて

素晴らしいのでしょう。 

一方、動物は花火をどう見るのでしょうか。『こんやははなびたいかい』では、動物園を舞台に花火を見る動物

たちの仕草がとっても生き生きと描かれています。かばやきりん、かぴばらにくじゃくは花火にどんな反応を示

すのでしょうか？ 

長崎市立図書館には、今回紹介した本以外にも花火の本がたくさんあります。今年はちょっと趣向を変えて、

遠くから本を片手に花火を楽しむのもいいかもしれませんね。             （司書：大串 美咲） 

『山下清作品集』  

山下 清/著  

山下 浩/監修 

河出書房新社 

2 階一般 723.1 ヤ 

『つぐみ』 

吉本 ばなな/著  

中央公論新社 

Ｆ913.6 ヨシ 

『花火』 

ＮＨＫ「美の壺」 
製作班/編 

日本放送出版協会 

2 階一般 575.9 ハ 

『こんやは 

はなびたいかい』 

きしだ えりこ/さく 

あべ はるえ/え 

福音館書店 

3 階書庫  Ｅア 

『はなび』 

秋山 ともこ/作 

教育画劇 

ちしき絵本 57 ア 

一瞬を切り取る 

 花火は一瞬で消えてしまう儚いもの。だからこそ、その美しさをいつまでも残しておきたいと思ったことはあ

りませんか。“放浪の画家”と呼ばれた山下清さんは、日本各地の花火大会へ足を運ぶほど、花火が好きだった

そうです。その代表作「長岡の花火」は、まさに花火の最も美しい一瞬を切り取った作品と言えるでしょう。生

誕 90 周年を記念して 2012 年に出版された『山下清作品集』には、「長岡の花火」はもちろん、「江戸川」「両国」

の花火を描いた作品も収められています。“裸の大将”が愛した美しい風景を味わうことができる一冊です。 

 一方、青春時代という二度と戻らない一瞬を鮮やかに切り取り、ベストセラーとなった吉本ばななの小説『つ

ぐみ』にも、主人公たちが花火を見る場面があります。決して留めることのできない時間を生きていることを知

りながらも、「それでも留めたいものがあるとしたらそれは、今夜だった。」と思うほど幸福な夜。海の上に開く

美しい花火。とても印象的な場面です。すでに読んだことがあるという方も、ぜひもう一度手に取ってみてくだ

さい。この本と出会った当時の思い出が、一瞬でよみがえってくるかもしれません。   （司書：坂西 朋子） 

 

毎月2名の図書館員がおすすめの本を紹介します。 

 

ブック・バトン 
 

花火 
 

http://honto.jp/netstore/pd-book_02332325.html


順位 タイトル 著者名 出版社 予約数 順位 タイトル 著者名 出版社 予約数

1 虚ろな十字架 東野 圭吾 光文社 359 6 疾風ロンド 東野 圭吾 実業之日本社 175

2 村上海賊の娘（上巻） 和田 竜 新潮社 354 7 女のいない男たち 村上 春樹 文藝春秋 170

3 祈りの幕が下りる時 東野 圭吾 講談社 287 8 ホテルローヤル 桜木 紫乃 集英社 154

4 ペテロの葬列 宮部 みゆき 集英社 268 9 ケモノの城 誉田 哲也 双葉社 135

5 豆の上で眠る 湊 かなえ 新潮社 220 10 満願 米澤 穂信 新潮社 130

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登録された日以降の誕生日から 3 年 2 ヶ月後に期限が切れます。期限が切れた貸出券も、更新手続きをすれ

ば引き続きご利用いただけます。 

・有効期限の 6 ヶ月前から、貸出時に発行するレシートに有効期限を記載いたします。 

また、有効期限の 2 ヶ月前から、カウンターで更新のご案内をいたします。 

・更新手続きは誕生日から有効期限までの 2 ヶ月間に行ってください。 

・更新手続きには申請書の記入と、住所・生年月日が確認できるもの(免許証や保険証など)の提示をお願いい

たします。(小学生以下の方は申請書の記入のみ) 

・旧貸出券も新しい図書貸出券への切り替えを行ってください。 

・有効期限が切れた図書貸出券は利用停止となり、貸出・予約ができなくなりますのでご注意下さい。 

※ 予約が集中している本は数ヶ月お待たせすることがあります。予めご了承下さい。 

 

公益財団法人田中奨学育成基金様が青少年育成活動の一環とし

て、読書を通して豊かで明るい人づくり、社会づくりに貢献したい

という趣旨で昭和 55 年に文庫を創設されました。 

その後も引き続き寄贈していただき、今年も 56 冊(8 万円相当)の

図書をご寄贈いただきました。これまでにいただいた図書は 2,227

冊になります。 

寄贈紹介 「田中児童文庫」 

図書貸出券には有効期限があります 

図書館ラジオ 毎月第 2金曜日午後 2時、長崎シティＦＭ（81.3ＭＨｚ） 「ウィーパラライブラリー」で放送中！ 

予約ランキング 

「世界一素朴な質問、宇宙一美しい答え」  

ジェンマ･エルウィン･ハリス/編   

西田 美緒子/訳  タイマ タカシ/絵 

河出書房新社  

Y033 セ 

「水にさわると、どうしてぬれている感じがするの？」「どん

なふうに恋に落ちるの?」「どうして音楽があるの？」 科学、

哲学、社会、スポーツなど、私たちが日頃不思議に思う疑問

に、各分野の世界的な第一人者たちが興味深く答えます。 

「ホメトーーク！」   

西村 貴好/監修 

学研パブリッシング 

2 階一般 361.4 ホ 

『日本ほめる達人協会理事長』の西村さんが教えてくれる、

数々のホメフレーズたち。弱気な人に自信を持たせる応援ホメ

フレーズや、デート中に会話を盛り上げるモテるホメフレーズ

など、あなたの周りを笑顔にさせる“ホメ言葉”が満載です。 


